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財
政
の
祉
曾
率
的
根
本
類
型

財
政
の
枇
曾
率
的
根
本
類
型

大

谷

政

敬

前

言

五
日
人
が
、
僚
と
し
て
の
財
政
の
纏
利
を
主
張
す
る
に
は
、
常

識
の
上
で
何
時
も
.
無
反
省
に
改
定
せ
ら
れ
て
居
る
問
題
た
る
.

政
治
国
樫
の
経
済
企
は
判
か
?
、
剖
ち
財
政
を
し
て
財
政
た
ら

戸}"、
J

J

、l
b
L
4
H
，
-
A

・‘昼、崎平主、
J
4
司リ
A
h守
弘

4
-
r
h
L
A
U
H
E

司
J
加

F
L
β
r
1

1
L
占

〈

4
d
に
市
ド

b
I
c
i
v
J
4
1
『
日
μ
泊
中
古

ι山
川
沼
山

H
N
β
川下

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

か
L

る
財
政
の
本
質
を
ば
、
現
象
的
中
的
態
度
よ
り
考
察
し
て

財
政
と
は
、
政
治
問
慌
の
需
要
配
分
布
-
に
手
段
調
達

(
詮
一
)
、

の
行
動
で
あ
る
と
し
、
而
し
て
、
か
」
る
意
味
に
於
け
る
財
政

形
成
の
穆
々
な
可
能
性
、
印
ち
類
郡
一
の
確
立
を
論
ぜ
る
者
に
イ

い
ま
同
氏
の
財
政
に
就
て
の
枇
曾
間
半
的
根

本
類
型
の
大
要
を
漣
ぶ
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
町

エ
ヒ
ト
氏
が
あ
る
。

(
註
』
)
現
象
事
か
、
b
意
識
構
造
白
根
本
分
椋
と
、
そ
し
で
共
の
分

株
に
関
聯
し
て
の
謝
象
的
所
輿
性
を
導
者
出
す
と
い
ふ
と
主
主
受
緯

第
三
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五
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第
二
務
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五
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財
政
の
枇
曾
墜
的
根
本
類
型

戸
、
が
、
し
か
し
所
調
純
粋
本
質
と
し
て
把
握
さ
れ
る
非
現
寅
的
責
在

の
現
象
畢
的
な
寅
穏
化
に
は
興
が
し
な
い
。

ニ
、
類
型
の
構
成

財
政
の
誌
も
北
日
極
的
な
形
態
、
印
ち
凡
ゆ
る
歴
史
的
形
成
の

可
能
性
を
ば
、
財
政
の
本
質
に
従
っ
て
把
握
す
る
と
い
ふ
と
と

は
、
財
政
の
碁
磁
を
規
定

L

且
ハ
J

絞
験
的
研
咋
ん
の
前
机
松
左

指
示
せ
ん
'
と
す
る
寄
人
の
課
題
を
古
す
も
の
で
あ
る
。

歴
史
的
に
偶
然
友
事
賞
に
傍
若
ナ
る
の
で
は
な
〈
っ
て
、
該

事
貿
を
構
成
す
る
精
一
柳
作
用
の
性
質
か
ら
し
て
、
先
験
的
に
輿

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
精
制
的
客
観
憾
の
刻
割
形
成
の
問
題
は
、

先
づ
近
世
枇
曾
事
の
内
部
に
於
て
明
か
な
形
態
を
顧
み
り
得
た
。

枇
曾
形
成
の
類
型
の
夜
見
は
、
就
中
テ
ン
ニ

1
ス
の

「
共
同
祉

舎
と
利
経
枇
曾
」
と
い
ふ
持
作
で
あ
る
。
貫
に
こ
の
弊
作
は
、
枇

命
日
科
事
研
究
の
鼓
般
に
特
異
友
地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
経
済
生
活
を
取
扱
ふ
利
率
は
、
最
近
、
経
情
の
諸
形
態
を

ぽ
、
人
間
の
根
本
態
度
の
可
能
性
に
服
感
し
て
限
界
付
け
る
に

至
っ
た
。

こ
の
可
能
性
は
、

テ
ン
ニ

l
ス
氏
の
共
同
枇
曾
と
利

第
三
十
五
港

一
四
八

二
九
六

第
二
競

ム
伶
枇
舎
の
匝
別
で
表
現
さ
れ
る
と
と
が
出
来
る
(
誌
二
以
。

(
註
二
)
問
題
の
慌
系
的
紋
漣
白
最
近
の
試
論
と
し
て
は
、

ν
ヤ
グ

白
著
書
を
事
ャ
べ
き
で
あ
る
。

シ
ヤ
タ
は
、
抑
制
務
の
形
成
形
態
を
ば
、
直
観
形
式
た
る
、
時
間
と
空

間
、
並
に
種
々
な
歴
史
的
時
代
に
於
で
の
「
評
償
」
白
方
法
白
昼
一
所
に

四
ワ
て
規
定
せ
ん
と
の
試
を
な
し
た
。

凡
ゆ
る
従
来
の
粧
品
阿
形
態
に
劃
し
て
試
み
ら
れ
た
最
近
終
済

〉
げ
司
い
に
】
戸
川

3
9
!
日

戸

↑

h
t
h
T
L
〉

O
V
企山
M
h
4
1仇

庁
札
制
抑
止
不
完
相
主
」
札
'
中

t
号

刊

誌

k

い
h
H
F

、

z'
〆

ーヌに
4
E
-
一

1

4

h

 

{
1
1
1
1八
ず
札
、

r

司

一

』

4

採
れ
る
新
ら
し
い
態
度
の
成
集
で
あ
る
。

か
〈
て
、
同
氏
の
匝

別
し
た
相
山
本
思
想
に
基
い
て
、
財
政
の
諸
形
態
を
規
定
す
る
試

み
が
た
し
得
ら
れ
る
。

三
、
惇
続
的
財
政
と
合
理
的
財
政

人
間
の
共
同
生
前
の
形
成
の
二
つ
の
可
能
性
(
共
同
社
舎
と
利

金
枇
曾
)

に
間
…
臆
し
て
、
財
政
に
二
個
の
根
本
形
態
が
存
荻
す

る
、
帥
ち
財
政
の
構
造
は
、
僻
統
的
性
格
か
或
は
合
理
的
性
特

か
を
携
ひ
得
る
。

而
し
て
、
利
保
枇
曾
は
、
共
同
枇
曾
な
る
先
行
形
成
を
前
提

と
し
、
歴
史
的
に
は
共
同
枇
曾
か
ら
生
成
し
た
る
も
の
で
あ
る
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と
い
ふ
一
定
の
内
的
関
係
の
下
に
相
互
と
も
立
っ
て
居
る
と
同

じ
校
一
夜
聯
闘
が
、
体
統
的

M
政
と
合
瑚
的
財
政
L
」
の
聞
に
旅
立

せ
ら
れ
得
る
。

と
の
傍
統
的
形
成
の
時
間
的
且
つ
事
費
的
先
位

は
、
五
日
人
の
精
榊
構
法
自
健
の
究
極
の
事
資
に
結
び
付
い
て
生

宇
る
も
の
で
あ
る
。

一
止
に
と
の
事
責
は
、
換
言
す
れ
ば
、
現
象

の
賞
質
的
制
約
の
経
過
で
の
財
政
的
形
成
の
後
程
形
態
と
し
て

合
理
的
財
政
の
存
す
る
と
い
ふ
事
賞
は
、
僻
統
的
財
政
及
び
合

理
的
財
政
な
る
刷
形
設
の
種
々
な
本
質
を
了
解
す
る
川
愛
知
hr-

な
す
も
の
で
あ
る
。

内
的
迎
訟
即
ち
ん
巾
中
物
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
「
合
現
似
」
は
、

経
済
生
活
が
先
づ
原
始
人
の
本
能
的
反
感
存
在
か
ら
現
は
れ
る

そ
の
瞬
間
か
ら
し
て
・
終
消
生
活
の
客
観
的
精
一
刷
聯
闘
を
支
配

ず
る
。
吾
人
は
、
か
』
る
意
味
の
合
理
牲
を
ば
、
シ
ユ
プ
ラ
ン

ガ

l
k
従
っ
て
、
「
包
磁
さ
れ
た
合
珂
性
」
と
名
付
け
る
こ
と
L

ず
る
。
荒
し
経
済
の
有
目
的
性
は
、
丈
化
の
と
の
最
初
の
時
代

に
於
て
は
殆
ん
H

と
碕
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
時
代
に
於

け
る
経
消
行
動
の
決
定
は
、
た
ピ
因
習
友
り
調
川
慣
と
し
て
傍
承

さ
れ
た
経
持
経
験
に
基
い
て
尻
る
。
か
〈
の
如
ぐ
傍
承
的
問
明
け

財
政
の
枇
曾
撃
的
根
本
類
型

の
強
制
の
下
に
支
配
さ
れ
て
居
る
例
を
ぱ
い
ま
向
ほ
農
家
の
経

品
川
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

有
の
僻
統
的
粧
品
引
の
特
徴
が
、
財
政
的
形
成
に
於
て
繰
返
え

さ
れ
る
際
、
吾
人
は
僻
統
的
財
政
と
い
ふ
と
と
を
得
る
。

と

の

財
政
に
於
け
る
需
要
の
配
分
は
、
た
ピ
久
し
き
に
一
日
一
る
史
的
後

肢
に
於
て
生
育
し
、
且
つ
漸
弐
形
成
さ
れ
た
悶
智
に
基
い
て
の

み
資
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
政
治
問
帥
恨
の
需
要
の
大
さ
は
、
明
か

に
認
識
さ
れ
た
公
共
必
山
氏

(22印
弘
肝
心
耳
目
E
Z
Fと

K
よ
り
て
己
疋

め
ら
れ
る
の
で
は
無
〈
ワ
て
、

立
構
品
刊
の
自
然
怠
志
に
上
る
嬰

求
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
貨
に
主
権
者
並
に
彼
を
間
続
す
る

役
人
の
個
人
的
需
要
は
、
政
治
周
閣
の
需
要
と
一
致
し
て
居
る
。

次
に
か
h
A

る
需
要
を
充
営
さ
す
手
段
は
、
自
己
経
済
の
方
法
に

よ
っ
て
、
直
接
に
生
産
す
る
か
、
或
は
従
属
せ
る
個
人
経
怖
か

ら
何
等
の
合
迎
的
秤
量
な
し
に
調
達
す
る
か
で
あ
る
。
か
の
計

霊
的
家
計
の
不
備
、
並
に
組
織
化
さ
れ
た
財
務
行
政
の
鉄
如
は

全
く
停
来
と
因
習
に
基
い
て
居
る
財
政
的
表
現
で
あ
る
。

前
述
の
偉
統
的
性
格
を
有
ず
る
経
搾
並
に
財
政
と
針
立
し
て

で
は
な
し
に
、
か
L
る
経
済
並
に
財
政
か
ら
し
て
合
理
的
友
形

第
三
十
五
巻

第

f虎

間

九

九
七



財
政
の
枇
曾
撃
的
根
本
頬
型

態
が
展
開
す
る
。
停
統
的
時
代
に
於
て
包
蔵
さ
れ
て
居
た
合
理

的
接
心
が
、
今
や
そ
の
包
被
を
絞
り
、
そ
し
て
尖
第
に
経
済
の

全
本
器
を
充
し
、
主
観
的
位
験
の
構
造
に
於
て
は
、
精
紳
的
作

J
t
、

引
円

4μ

一
目
盾
径
h

そ
の
衝
動
的
基
礎
か
ら
解
消
し
て
、
封
象
的

方
向
を
取
る
に
至
る
。
よ
り
具
鰹
的
に
言
へ
ば
、
利
潤
獲
得
と

い
ふ
合
却
化
に
よ
る
資
本
主
義
的
企
業
の
i

成
立
は
、
前
向
統
的
時

代
に
於
け
る
粧
附
闘
で
あ
っ
た
共
同
枇
曾
を
解
消
せ
し
め
て
、

机
出
肝
絞
刑
執
械
の
形
成
(
説
。
く
に
主
る
。

こ
の
合
理
化
は
、
財
政
に
も
反
映
し
、
政
治
圏
健
の
公
共
必

要
は
、
そ
れ
自
憾
と
し
て
慌
験
せ
ら
れ
、
主
権
者
個
人
の
必
要

と
は
殺
然
と
院
別
せ
ら
れ
る
に
・
至
る
。
そ
し
て
、
か
L
る
需
要

の
充
営
手
段
は
、
合
型
的
標
準
に
来
い
て
調
建
す
る
租
税
が
主

要
部
分
を
占
め
、
他
方
、
公
的
信
用
の
護
底
は
、
永
蓮
公
債
の

可
能
を
粛
ら
し
、
従
来
の
停
統
的
財
政
に
於
て
見
た
桜
段
、
主

権
者
個
人
の
色
彩
が
消
失
す
る
と
と
L

友
る
。
斯
く
て
、
年
々
錯

綜
し
た
珠
算
制
度
の
形
成
並
に
習
練
を
積
ん
だ
官
吏
か
ら
た
る

行
政
部
の
必
要
を
促
か
す
よ
う
に
た
っ
た
。
か
L

る
特
M
H
を
有

す
る
財
政
を
ば
吾
人
は
合
国
的
財
政
と
い
ふ
を
得
る
で
あ
ら
う
。

第
三
十
五
倉

九
i¥ 

第

3)~ 

五
O 

四

結

冒

閏

前
週
に
於
て
、
吾
人
は
、
財
政
行
動
の
最
も
普
遍
的
危
特
性

に
於
て
、
二
つ
の
類
型
を
素
抗
し
た
の
で
あ
る
が
、
弐
に
生
十

る
課
題
は
、
と
の
素
描
に
血
を
遁
は
せ
肉
を
躍
は
し
て
、
一
一
唐
の

同
且
(
酬
耐
性
を
充
た
す
こ
と
剖
ち
偶
統
的
危
る
も
の
と
、
合
理
的
危

る
も
の
と
を
史
的
過
程
に
於
℃
詮
明
す
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

A
T
h

ノ

、

a

叫
M
T
i
k
仏
M
l
l一

日J 

とi

ヰ:
zハ、

」、J.
，)"ト

ーヰi
榊

る
か
ら
割
愛
し
、
た
ピ
次
の
と
と
を
附
言
す
る
に
止
め
る
。

先
づ
僻
統
的
財
政
は
、
政
長
的
政
治
関
鰐
及
び
封
建
的
政
治

間
関
に
於
て
具
現
し
て
日
り
、
合
川
町
的
財
政
は
、
中
世
都
市
に

北
ハ
の
腕
芽
守
一
現
は
し
、
近
川
官
僚
悶
家
に
五
っ
て
全
税
を
皐
四
時

し
て
日
る
。


